意 電池 お よび 充電 器 


月 リ 使用 前 の 


内 部 か ら 漏れ た 液 が 皮膚 や 家 由 に 付 落 し 


指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ 
Q① リー 製 昭 を 接 視 し な いで くだ さい 。 交 議 た と き は 、 友 膚 に 際 宮 を 起こ す お それ が 
時 の となり 計 。 る の で すぐ に きれ いな 未 で 洗い 」 画 ご 使用 瑞 境 8 和 ER 充 起 池 、 充 電器 お よび 関連 する アク セ サ リ ー は 下記 の 通り で す 。 
な どの 運転 中 に 使用 し な いで くだ 高温 、 多 温 、 画 射 日 光 の 当たる と こる 、 粉じん の に 採用 され て いる 電波 は 下 進 性 が 高い た め 、 8 3 ga レット: 
/ 2 人 の 了 較 と な りす 航空 内 、 空 当地 内 、 新 電車 両 内 、 多い 場所 は 各 け て お 使い くだ さい 。 問 に ビル や 指 列 、 ま た は 山 や 丘 際 等 の 時 害 物 が 斑 二 ッ ケ ル 水素 吉池 @ シ ング ル 友 電 衣 セ ッ ト : EDC-185A 
- 枯 定 小 直 力 作 ン ディ トラ 、 する と を は を な 時 婦 で 側 用 じ な いで くだ さい > る と 通信 で きる 引 離 が 短く な り ま す 。 : EBP-179(1.2V 2000mAh) 介 ツ イン 連結 充填 器 セ ッ ト : EDC-186A 
5 ン シ ー バ ー 思 だ さい 。 居 本 3 N ュ ア ナビ ・ 
(総務 省 技 術 5 和 人 が 生か 人 する と を た いた ら 、 和 投了 | EN アト ラン ツー バー の で 氷 に つけ な いで @AC ア ダブ ター : EDC-139 人 ツイン 通 結 売 吉 スタ ンド : EPC-188H 
央 1 県 6 選 て 町 は られ ます 。 作る 軸 と な り 誠 < = | 奈 止 され て いま す 。 分 騰 し た わ 内 部 を 開け る こと 本 間 は 了 の 仕 欄 で は あり ませ ん 直人 責 や ボ 衝 が 電 連 結 用 AC ア ダ プ ター : EDO-168 
の 3 と に 確 8 の を に “くだ さい 。 ひか る よう \ で くだ さい 。 万 一 、 六 所 洛 
計 の く で は 記し な いで くだ さ が な いな が + 分 に 湖上 、 伯 の 放 | は し な いで くだ さい 時 8 牧 い た 宙 で 中 く 払 きら 、 電 地 を 取り 光電 凶 は 出 和 時 に は 十分 に 充 吉 され て いま せん 。 お 買い 上 げ 後に 光 先 し て か ら ど 使 
し _ | の 原 因 と な り ま す 。 導 紹 財 を 使用 し た と と に よっ て 、 い か な 雇 ご 使用 禁止 場所 外し て 内 部 を よく 束 操 させ 、 完 全 に 乾く まで 電源 用 くだ さい 。 充 角 器 の 動作 混 度 範 虹 は 、ー10Cー+40C で す 。 
る 隊 動 作 ・ 不 具合 が 生じ て も 、 当 社 は 一 | 本 失 は 総務 人 技術 夫人 品 で す が 、 使 用 提 所 に を 入れ な いで くだ さい 。 充 池 を 海 充電 する の に 要する 時 間 は 約 ら 時 間 で す 。 
(8: シ ル バ パー) 切 そ の 責任 を 負い か ね ます の で ご 了 了 系 く よっ て は 思わ ぬ 寺 波 障害 を 引き 起こ すこ と が あり 3 還 
(BE: プラ ッ ク ) だ さい 。 ます 。 次 の よう な 場所 で は 使用 し な いで くだ さ LA UP ER ME 
ニラ シーリー い 。 電池 の 】 ぐ 携 能 で す 。 受信 【 態 で 
店 に 時 ト ラン シー バー 本 体 の 取り 扱い に つい て ( 抽 空 失 内 、 洪 表地 内 、 新 幹 細 両 内 、 中 補 局 約 5 秒 問 キー 採 作 が な いと この 援 能 が 動作 し ま 
所 イヤ ホン を 使用 する 場合 、 あ ら か じ め 斉 水 を か けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ 。 恒 号 を 現 恒 す る か 、ー 損 作 が お こ な わ れる と 
[ 誠 」 量 を 下げ て くだ さい 。 駿 力 億 寄 の 原因 に う 、 また め ぬら ざ な いよ うに 注 巧 くだ さ 膨 、 疾 院内 な ど ) テリ セーブ は 生き れ ます 1【 ウ デリ ニセ 
な る こと が あり ます 。 い 。 火災 ・ 感 現 ・ 故 障 の 原因 と な り ま ッ テ リ ー セ ー ブ は 衣 褒 され ます 。 バッテリ ー 
SR す 。 日 本 国内 で の み 使 用 し て くだ さい 。 ー ブ 動 作 時 に 信号 を 受 個 する と 、 通 笑 の 始め が 館 
本 電 に は 基本 的 な 操作 方 法 を 記載 し て いま す 。 この トラ ン シ ー バ ー は 調 駿 済み で す 。 符 切れ る 場合 が あり ます が 、 異 常 で は あり ませ ん 。 
ー 部 機能 に つい て は 弊社 ホー ムペ ー ジ に ある 天 カ トラ ンジ ーー を コー ザー が 放 で の れ や すい 光 打 ( 司 な ど ). This product is permitted for use in Japan 回 第 三 者 に よる 傍 有 
補足 説明 妙 を ご 覧 くだ さい 。 家 す 。 2 ー 還 ・ 仏 障 の 原因 と な り ま す 。 了 y 9 電波 人 用 し て いる 関 作 上 、 無 線 機 問 の 通 拓 は 第 シン グル 充電 器 (EDC- 185A) の 使用 方 法 … 
和 や 和 団 で 竹 っ た り し な いで くだ さい 。 近く に 小さ な 金 物 や 水 な どの 入っ た 人 き | 構 好 信 距 離 潮 に よる 侯 受 を 完 人 に 阻止 する こと は で きま せ 。 ① ト ラン シー パー に ニッ ケル ボ 索 充 二 池 (EBP-179) を 装 背 し ます 。 


アル イン コ の トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ い 通信 で きる 距離 は 周囲 の 状況 に よっ て 大 宮 く 異な ん 。 そのため 、 擬 密 を 回す る 重層 な 通話 に 使用 する の AC ア ダ プ ター の ブラ グ を 充電 器 背 面 の ジャ ッ ク に 接続 し ます 。 


束 が に もり 、 ケ ー ス が 変形 し た り 、 火災 OO こぼれ た り 、 


) M SKI 8 こと は お 勧め で きま ませ ん 。 
ます 。 本 製品 の 後 能 碗 分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に で 使用 いた だ く た め 、 こ の の 恨 因 と な り ま す 。 直 肌 昌光 を け て 略 に 入っ た 場合 火災 ・ 間 ・ 和 の 所 1 り 守 す k kh ⑨AC ア ダブ ター な 下 廃 用 コン セン ト AC10OV に 技 稿 し ます 。 
取 所 説明 書 を 使用 前 に 最後 まで お 訪 み くだ さい 。 アフ ター サー ビス な ど に 因 D の 7 交 馬 で 人 有 くだ さい CR 2 OO の トラ ン シ ーー を 充電 器 の ポケ ッ ト に 押入 し ます 。 充電 が 開始 する と 赤色 ラン プ が 点 
つい て も 記載 し て いま す の で この 取扱 説明 器 は 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 また 、 画 充 湊 器 の 取り 扱い に つい て ・ 見 通し の よい 人 、 郊外 の 住宅 地 : 2O0m 可 世 灯 し ます 。 
補足 シー ト や 正誤 家 が 入っ て いる 場合 は 、 取扱 説明 購 と 合わ せ て 保 化 し て く 0 アブー を Ao コン セン | の よ 529 100nE ⑥ 充 型 が 完了 する と 、 線 色 ラ ンプ が 点灯 し ます 。 
だ さい 。 で 合用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た と き 、 お 役に立ち ます 。 本 抽 上 ・ 感 ・ 粒 原因 と な り ま す 。 ト に 隊 天 に 差 し 込ん る くだ さい 。AG ア AC ア ダフ ター ラッ シー バー | 4C ア ダブ ター 
品 は 免許 ・ 資 格 不 可 の 特定 小 電力 無線 電話 と し て 、 各種 通 信 に お 使い いた だ ダブ ター の 刃 に 金具 な ど が 触れ る と 、 火 近 ト ラン シ 
け ま す . 売 電 器 の AG プラ グ の コー ド を タコ 足 配 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す . の ) の 晶 源 は 必ず 切 
い e = ノ 線 し な いで くだ さい 。 発 就 ・ 晃 災 の 原因 還 * っ て くだ さい 。 
と な り ま す 。 充電 器 の AC ア ダ プ ター の 刃 に 、 ほ こり 


RoHS ぬれ た 沙 で 充電 器 の AC ア ダブ ター に 錠 (NO 0 る BMBUISSER 
| ー た 手 で 充電 器 の AC ア ダ プ ター に ショ ー ト や 加熱 に より 炎 災 ・ 感 電 ・ 
認 ア し イ フ コ 株 式 会 社 電子 事業 部 れ た り 、 抜 き 毅 し し な いで くだ さい 。 感 の 原因 と な り ま す 。 
東京 営業 所 定 103-0027 東京 都 中 央 区 日 本 橋 2 目 3 生 21 号 八重 洋 セ ント ラル ビル 4 詳 TEL.03.3278-588B 鷺 の 原因 と な り ま す 。 


央 阪 営 紀 541-0043 大 阪 市 中 央 区 剖 人 4 丁目 4 衝 9 号 湾 屋 手 ダ イ ビ ル 13 階 TEL.06-7636-2361 
福岡 営業 所 定 812.0016 福 剛 市 科 多 区 情 駅 市 1 丁目 3 稚 6 号 9 博 多 僧 成 ピル 7 了 TEL.092.473-8094 


1 アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は 1 
| お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 加 0120-464-007 


較 異 常時 の 処置 に つい て 


以下 の 場合 は 、 す ぐ 本 体 の 編 を OFF に 鍛 が 鳴り 出し た ら 安全 の た め 本 体 の 乾 逝 
し て 、 第 池 を 取り 外し 、 充 起 語 を ご 使用 を OFF に し 、 充 電器 を ご 使用 の 場合 は 


| 1 ) わ ま す 。 : 拉 
付属 品 と 取り 付け 方 


例 国 どこ か ら で も 原料 で 、 サ ービス 駒 に つなが り ま すず 、 の 場合 は 、AC ア ダブ プター を AC コ ン セ ン AC ア ダ プ ター を AOC コ ン セ ント か ら 抜 い 
肝付 時 間 ン 10:DO 月 具 … 氷 ( 税 拓 日 信 び 1:G0…13:OO は 際 き ます ) PSOB41A か ら 抜 いて くだ さい 。 お の て 、 ご 使用 な お 控え くだ 條 い 。 ト 選 さい 
ポー ム Yoo.CoJp/ 「 提 軍部 」 なさ く だ さい 。 | FNEEJNM る と XR 店 OR で 使用 を お 控 さ 付属 員 を ご 確認 くだ さ し リフ レッ シュ ボタ ン 
な り ま す 。 修理 は お 買い 上 げ の 販 R リッ B 林寺 
后 、 ま た は 当社 サー ビス 恋 口 に ご 洛 く ロベルト クリ ッ プ (ネジ 1 2 ン シ ー バ ー か ら 取 り 外し て 充電 池 の み を 充 思 する と と も で さま す 。 
ーー から 、 電 に SRSES 保証 状 ・ 流 び 電 の 衣 子 は と きど き 贅 いた 宙 で 間 除 し て くだ し 
ワー で ーーーーーーーーーーーーーーーーー F am 泡 人 て いる と 邊 の 世 還 と な り ます 。 。 、 
ロ 2 さき 由 明 
安全 上 の 人 注意 な 癌 が し た り 、 糧 が た り 、 変 な 回 保守 ・ 点 検 碗 電池 か 異常 の 場合 、 公 ランプ 点滅 (エラ ー) し ます 
に ご た め 、 ご に 還 基 と し た り 、 ケ ー ス を 役 押 し た り し た と さき 本 体 や 計器 の ケー ス は 、 開け な いで く 
製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 」 を ご 使用 の 前 に お 読み くだ さい 。 っ た だ だ となり 
この 取扱 説明 諸 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 人 危 南 や : や 断 鐘 な ど 2 マイ P 当社 サー ビス セン ター に 
肝 弄 へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 綴 表 示 を し て いま す 。 そ の 表示 と 交 味 の ービス セッ ター 
は 次 の よう に な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 Te 
3 
1 表記] - の - 地 、 人 注意 
り 扱 い を する と 、 和光 で ま た | 傷 を 思 使 用 環境 ・ 秒 件 
和 居 険 座 
小 負う 誠 際 差し 迫っ て 生じ る こと が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いで く 在昌 光 が あ た る 場所 や 車 の ヒー ター の 
/ 人 上 この 表 示 な 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 重傷 な 負 だ さい 。 電流 障害 を 与え た り 、 受 けた り 吹 潜 出し ロ な ど 、 軸 常に 間 度 が 高く な る 
| う 可 能 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 する こと が あり ます 。 Q 昌 に 還 が な いで くだ さい 内 の 
、、 | この 表示 を 無視 し て 眼 っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 作 寄 を 負う 可能 性 が 2 場所 、 ほ と り の に し た り 、 8 の 大 還 と な る こと が あり ま 
/ 人 NN 肖 定 され る 内 容 、 お よび 物 的 損 宙 の み の 発生 が 下 定 され る 内 容 を 示し て の 請 い 電 所 に は 軸 か か いで くだ ます 9 
いま す 。 い 。 次 災 ・ 遼 の 原因 と な る こと 
が あり ます 調理 台 や 温 帳 の そば な ど 油 年 や 少 宙 が 
1 共 ! 織 に る うな 所 に は 理 が が いで くだ で 
さら た 台 た 所 、 振 | 01 
バ ) 人 記号 は 、 注 意 (大 険 ・ 衝 告 含む ) を 促す 内 容 が ある こと を 告げ る 1 に トト な 
も の で す 。 り 、 倒 れ た り し て けが の 原因 と な る こと 
図 の 中 に は 具体 的 な 注意 内 容 が 哲 か れ て いま す 。 が あめ り ま す 。 電池 の 入れ 方 ツイ ン 連 結 飲 電器 (EDC-186A/R) の 使用 方 法 ……… 
記号 は 、 行 為 の 禁 此 で ある こ で す 。 SS に 時 / に 
AI 還 ト ラン シー パー 本 体 の 取り 扱い に つい て * ーー 、、  、 志和 記す る と さ は 、 必 連結 拓 AC ア ダーーーーー 
記紀 は 、 行 を P アン テ ナ を 訓 っ て 目 な ど に ささ な いよ う 長期 間 ご 使用 に な ら な いと ざき は 、 安全 の ① 吉 池 カ バー を 取り 外す プター (EDC-165) が 必要 で す 。 
倫 過 は 、 行 有 お を 鏡 前 し た り 指示 する 内 容 を 告げ る や の で す 。 に し て くだ さい 。 た め 必ず 体 の 玩 源 を DFF に し て 、 震 池 ロッ ク カバ ー を 矢印 の 方 向 に スラ イド させ 、 最大 で 5 人 台 連 結 し 、 ト ラン シー バー を 最 
筐 図 の 中 に 内 体 的 な 指示 内 容 (な 図 の 場合 は AO アダ プター を コン セン ト 存 取 外し 、 電 識 使用 の 場合 は 池 カバ ー を 下方 向 あ に スラ イド させ て 取り 大 10 台 回 時 に 充電 する こと が で きま す 
か ら 抜 け ) が 描か れ て いま す 。 イヤ ホン / マ イク 端子 に は オプ ショ ン の AC ア ダ プ ター を ACG コン セン ト か ら 抜い dh に 上 
P イヤ ホン / マ イク 以外 は 接続 し な いで く て くだ さい 。 外し ます 。 ① 充 患 ス タン ド ど うし を 運 結 し ます 。 ロック SN パ 
本 抽 品 の 故障 、 誤動作 、 不 具合 、 あ る い は 合 策 な どの 外部 吾 因 に て 通信 な どの 拉 会 を 失っ た た め に 生 だ さい 。 弊社 純正 アク セ サ リ ー 以 外 を ご レバ ー が 固定 され て いる こと を 確認 し て く | 介 
じ た 損 審 な どの 純粋 経済 損害 に つき まし て は 、 当社 は 一 切 その 責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め 使用 に な っ て 起き た 不具 合 は 、 保 年 期間 衝撃 や 水分 、 異 物 の 混入 な ど に よる 故障 @ 坦 池 を 装着 する こざ | 
ご 了承 くだ さい !。 の 有 無 を 問わ ず 有 民 修 理 と な り ま す 。 の 場合 は 、 保 対象 外 に な り ま す 。 7 で ー だ さい 。 
選 求 ケッ ト に 入れ て 語る と 壊れ る 可能 性 に SEE の AG ウ グフ < の 補間 
ッ ト に 入れ て 語る と 壊 れる -178 ー ⑨AC ア ダ プ ター の コネ クタ を 、 端 の 
條 警 千 芝 電 器 の 取り 扱い に つい AGE 生 て Sb 示 に し た が っ て 装着 し ます 。 タン ド の コネ クタ に 拉 続 し ます 。 
使用 環境 ・ 朱 件 上 9 了 2 2 電器 の AC ア ダ プター を 外 器 上 に 近 づ 池 付 き 3 9 
再 境 ・ ] 8 の AC ア ダ プ ター を 抜く と さ は 、 上 を 時 名 見 に @ 電 池 力 バー を 取り 付け る 。 OV に 接続 し ます 
ーー ド だ さい 。 火 け な い で くだ さい 。 火災 ・ 感 霞 ・ 故 隊 の ら ae 還 
この 前 品 を 使用 で きる の は 、 日 本 団 内 この 製品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 接 と の 隔 と な る と と か あり 貞和 る と と が あり ます 。 電池 カバ ー の マー ク と 本 体 の 4 マー ク を 合 SN トラ ン シ ー バ ー を 充電 器 の ポケ ッ ト に 皇 入 
の 2 で ま 還 外 G は 全 用 で 守 定 層 が に ビ な い ます 。 必ず AC ア ダブ ター を 持っ て 抜い わせ て 上 仙 ① に スラ イド させ 、 ロ ッ ク カ バー S 沈 し ます 。 
Us nroduct IS peinitted for usa だ さい 。 に . ・ だ さい 。 に スラ イド ーー に | 
Tn Japan oh 用 ・ 不 具合 の 隙 因 と な り ま す 。 の 放 全 2 の に スラ イド 人 き 半 ます 計 つ が 6 人 が 58 了 する と 、、 作 合コン プ が 内 じ ま A0 ア ダ プ ター 
に の 製品 を 人 命 炒 助 な どの 目的 で 使用 この 製品 を 何ら か の シス テム や 寺子 失 MA 5 1 
ロロ if し ン テ トー」 に つ に ea Re PR ee Kx な 人 
し て 、 5 間 ・ 有 作 な どか 放し て 赴 み 込ん で 合用 し た 場 申 ieOFF に し て 、 電 を 和え レ 、 到 。。、 き し て くだ Eu | を 間 中 えな いよ うに 注意 し て くだ さ の の ケット に 放す る と 間 ラ ンプ が 具 す る か 、 人 
ご 人命 る こと が お っ て も 、 唐 合 、 い か な る 放 動 作 ・ 不 具合 が 生じ と 合 は 、 ター 2 ペン ジン 、 シン ナー、 ー ル 、 2 は 、 に は ニッ ケル 水池 を 方 の ポケ ッ ト に 挿入 する と 緑色 ラン に 
江 お よび MO は そ の を 員 ら も を おぶ は その 導 を 抽 いく だ 穫 う と 負 P 六 有する iR と を PD ま 8。 を する イミ ング に より 、 て の よう な 
し 思 上 が あおり ます 。 の 使用 を お す すめ じ ま す 。 半 :。. 作 を する こと と が あり ます が 異常 で は あり ませ ん 。 


特定 小 電力 の 通信 制限 に つい て PSRNSGKREEEaE 


理 継 電 作 … 人 ドド 


直接 の 通信 で は 電波 の 届か な い 場 所 に いる 相手 と 中 締 距 を 介し て 通話 する こと が で き 
ます 。 の 中 が 和 村 で す 。 Ko 


画 中 織 通 信用 チャ ン ネ ル の 設定 (設定 スイ ッ チ の ) 


特定 洗 力 トラ ン シ ー バ ー の 遂 信 に 関す る 制 陣 事 頂 に つい て 説明 し ます 。 ーー ーー 人 - 評 イッ チ 1 
3 分 制限 (3 分 以上 は 連続 で 送信 で きま せん ) ………………… 上 | ループ 和 号 定 1ー ケ F | 細 コ 
デニ (GE コ 
送信 、 受 傾 合 わせ て 3 分 以内 で す 。 4 | VOX( 斉 声 栓 出自 動 送 信 ) OFF 回 語 ロ 
10 秒 前 に 警告 彰 が 鳴り ます 。 通信 時 間 が 合計 分 に な る と 自動 的 に 送信 は 停止 し 5 | ビープ 痛 ( キ ー 操 作 音 、 名 種 アラ ー ム 音 ) ON ゅ 思 コ | 賠 
ます 。 6 | コン パン ダー( バ ッ ク ノ イズ 低減 ) OFF l@ 記 回 
フ | エン ドビー( 居 信 終 了 香 ) ON き 思 
日 | コー ル バ ッ ク ( 音 声 モ ニタ ー) dE 和 ゆ 思 
8 | BS( バ ッ テ リ ー セ ー ブ ) 語 
10 | 電池 衣 択 (アル カリ 乾 惑 了 / ニ EZ 上 
キャ リア セン ス (受信 中 は 送信 で きま せん ) ぐ … ぐ の … の … 3 
| 補間 値 ..| 設定 スイ ッ チ る 
一 定 の 強 評 以上 の 信号 を 受信 し て いる と ざ は [PTT] キ ー を 押し て も 送信 で きま せん 。 1 ge 思 
受信 中 に [PT] キー を 押す と アラ ー ム 音 が 鳴り 、 送 信 で き な い こと を お 知ら せ し ま す 。 18 | 回 画 
3 チャ ン ネ ル 設 定 LO1 Im | 
14 | 円 
「g | @ 思 
6 @ 力 


音 部 の 名 前 と は た らき 


和 


アン テ ナ 
アン テ ナ は 外れ な いよ うに な っ て 
いま す 。 


電源 ラン プ の 
還 滞 を れれ 和 必 く 頂 じ 生け S ど に 提 し ます 。 
軍 池 残 星 が 少な く な る と 点 
源 し ます 。 
マ (ダウ ジ ) キ ー に 

電池 スイ ッ チ 音 尺 を 下げ る と き に 押し ます 。 

上 方 向 に スラ イド させ 

る と 電源 が 入り ます 。 


上 画 部 


外部 イヤ ホン 端子 ( ぁ 3.5) 


ビー スト ラッ プ 取 り 付 け 用 ヒン ジ 


時 


外部 マイ ク 上 端子 ( ゅ 8.5) 


ベル トク リッ プ 取 り 付 け 穴 


コ 中 
首 
s 庫 ノ 悦 軸 G- 


ロッ ク カ バー を 矢印 の 方 
向 へ スラ イド させ て 取り M 
外し ます 。 

設定 スイ ッ チ 1 
便 ] 導 を 設定 する と き に 使 

電池 スロ ッ ト ーーーーー 生 ーー 
市 販 の 単 三 形 乾 吉 池 また は 

ニッ ケル 水素 充 吉池 (EBP- 設定 スイ ッ チ 8 8 
178) を 装着 し ます 。 チャ ン ネ ル を 設定 する と き に 


使用 し ます 。 


交互 通話 / 中 継 通 信 設 定 | 交 表 話 


ド ! 


音 種 機 能 に つい て の 詳し い 内 容 は 、 弊 社 ホ ー ム ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
http://www.alincg.co.jn/ 「 電 子 事業 部 」「 ダ ウン ロー 


基本 操作 
本 構 の 基本 と な る 押 作 方 法 を 説明 し ます 。 
次 理 通 語 人 he 


調 交 互 通 話 用 チャ ン ネ ル の 設定 (設定 スイ ッ チ ら ) 
レジ ャ ー、 ビジ ネス の 両方 の 20 チ ャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 


本 
HH He ge | 環 識 了 ツ 
間 HMHH 員 細 IM 間 居 の 則 画 昌 | 
中 呈 " 司 Pe 恒 本 四 陣 員 py 軸 生 

ナイ ラ の よう な 時 IF も O で は 、 ス イッ チ を 湊 の と がり ま す の 
- 要 な 提 み 合わ 8) の 場 人 は 、[L0 1」 と な り ま す 。 

硬 源 を 入れ る 

= 電 泊 ラン プ が が くし ます 。「 に う ) 

直 時 を 調整 する H 


【 全 / マ ] キ ー を 押す 。 


キー を 押す と 、「 ピ ッ 」 と いう 音 が 聞こ えま す の で 適切 
な 音 地 に 調整 し て くだ さい 。 

音量 調整 は 0ー30 の 31 段階 で 、 初 期 状態 は 「10」 に 
設定 され て いま す 。 


作 自 3 キー を 押し 続け る と 、 連 続 し て 音量 が 変化 し ます 。 


還 送 信 す る 


信号 を 受信 し て いな いこ と を 確認 し て か ら 、 外 部 マイ ク の [PTT] キ ー を 押し て くだ さい 。 


[PTT] キ ー を 押し な が ら 、 マ イク に 向かっ て 話し ます 。 


[PT ロキ ー 薩 す と 、 受 信 待 ち 受 け 状態 に な り ます 。 
是 受 信 す る 


電波 を 受信 する と イヤ ホン か ら 揚 手 の 声 が 聞こ えま す 。 


レジ ャ ー、- ビ ジネス の 両方 の 2 アチャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 


o 還 昌 


5 同 


La 
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記 


画 品 


本 串 
曲 表 
敵 抽 |" 


還 遇 | 


敵 間 中 


商 明 


画 送 信 す る 


IPTT] キ ー を 押し 続け ます 。 
ー 画 後に 「 ビ ビ ]」 と いう 音 が 鳴り ます 。 
[PTT] キ ー を 押し な が ら マ イク に 向かっ て 話し ます 。 


im 


ご ロロ で 


* 陳 還 


7 旧 暗 思 


昌 晴 
間 章 
還 時 間際 


"mrmr_ 


ul 
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ik 


本 ihWm 


選 
Sd】 
3 


MM 


遇 嗣 


過 
ご 


を 3 お 使い に な る 中 継 器 の 設定 を ご 確認 くだ さい 。 
5 中 継 器 に グル ー プ トー ク 機 能 が 
ク 機 能 を 設定 し て くだ さい 。 


設定 され て いる 場合 は 、 本 機 に ち も グ ルー プ ト ー 


コー ル トー ン 機 能 … の ie 


に 4 また は す と 、 び 出 し 斉 が 只 り び 出 すこ と が 
寺 5 0 PPuaofirtgue ts 


| 人 @ 攻 き ビーフ 斉 を OFF に し て いる と き 、 呼 び 出し 音 は 鳴り ませ ん 。 


グル ー プ ブ ト ー ク 機能 (設定 スイ ッ チ 1 eee 
同じ グル ー プ の 人 と だ け 通 時 し た いと き は 、 グル ー プ トー ク 機 能 を 設定 し 


画 グ ルー プ 番 号 の 設定 
グル ー プ 番号 は 、 1 ご 7 まで の 7 種類 で す 。 


HH ん 2mmev 


"コロ ロロ ロロ" 


抽 ー フ a 


MHH 昌 2We 


コロ ロロ サロ ロサ ひで” 


HU 胃 ル ー フ Wa 


上 HH ター フ m5s 


同和 HHHHH 央 | ルー フ 6 


本 HH 則 |ー フ W9 


・ 他 の 弊社 製 ト ラン シー バー の グル ー プ 番号 1 一 ア と 共通 で す 。 

・ グ ルー プ ト ー ク は トー ンス ケル チ と 呼ば れる こと が あり ます 。 

・ グ ルー プ ト ー ク 機能 を 設定 し て いな い ト ラン シー バー は 通話 音 は 聞こ えま す が 、 
グル ー プ トー ク 機 能 を 設定 し て いる グル ー プ と は 通話 で きま せん 。 


減 電池 表示 ……… 


電池 の 残暑 が 少な く な る と 、 赤 色 ラ ンプ が 点滅 し ます 。 赤色 ラン プ が 点滅 し まし 
た ら 、 乾 嘉 池 を 交換 また は ニッ ケル 水素 充電 池 を 充 串 し て くだ さい 。 


大きな 音 が 只 る と 電源 が 切れ る 」「 オ ン オ フ を 線 り 返す 」 な どの 症状 が 出 た 場合 
も 電池 の 消 落 が 考え られ る た め 、 新 し い 起 池 と 交換 また は ニッ ケル 水生 売 二 池 
を 売 還 し て くだ さい 。 


改 障 と お 考え に な る 前 に 


手 : 状 - 原因 織 処 呈 置 : 、 
電源 が 入ら な い 。 が し て いる 。 術 し い 直 油 と 交 多 し て くだ さい 。 
表示 が 消え る 。 ニッ ケル 水系 充電 池 を 充 宮 し て く 
だ さい 。 
電池 の 入れ 方 が 間違っ て い | 電池 を 正しく 入れ 直し て くだ さい 。 
る 。 
診 が 出 な い 。 音量 が 低 す ぎる 。 譜 切 な 音量 に 調整 し て くだ さい 
受信 し な い 。 チャ ン ネ ル が 違う 。 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ さい 。 
グル ー プ 番号 が 違う 。 同じ グル ー プ 番号 に 合わ せ て くだ さい 。 
相手 と 距離 が 離れ すぎ て い | 場所 を 移動 し て 通信 し て くだ さい 。 
る 。 
送 償 で きき な い 。 | 信号 を 受信 し て いる 。 信号 が な く な っ て か ら 送 信 す る が 、 
チャ ン ネ ル を 変更 し て くだ さい 。 
3 分 の 通信 時 間 制 限 を 超過 [PTi] キー を 本 し 、 ら 秒 経過 し て か 
し て いる 。 ら 送 信 し て くだ さい 。 
VOX 後 能 が 動 | PDTT ス イッ チ を ロッ ク し て | 一 部 の オプ ジ ション で は PTT ス イッ 
作 し な い 。 いな い 。 チ を ロッ ク す る こと に より 、VOX 
機能 が 有効 に な り ま す 。 オ ブシ ョ 
ン 一 覧 を 参照 くだ さい 。 
売 電 し な い 。 | 充 器 端子 が 汚れ て いる 。 充電 端子 の 汚れ を 乾い た 布 で 拭き 
取っ て くだ さい 。 
ニッ ケル 水素 充電 池 が 正 し | ニッ ケル 水素 充電 油 を 正しく 入れ 
く 装 消さ れ て いな い 。 直し て くだ さい 。 


電池 が 消 し て いる と まれ に 語 動 作 す る こと が め あり ます 。 ニッ ケル 水素 充電 池 を 充電 
も し く は 新しい 軍 池 に 換 し て くだ さい 。 


生産 終了 製品 に 対す る 保守 年 上限 に 関し て 


生産 終了 製品 に 関し て は 下記 の 一 定期 間 補 修 用 部 品 を 常備 し て いま す 。 
不測 の 事態 に より 在庫 が な く な り 、 修 理 が で き な い 場合 も あり ます の で ご 
了承 くだ さい 。 

補修 用 部 品 の 保有 期間 は 生 論 終了 後 5 年 で す 。 


オプ ショ ン 一 覧 


EBP-178 ニッ ケル 水夫 充電 池 (1.8V 8000mAh) 
EDC-185A シン グル 売 電器 セッ ト 

EDC-186A ツイ ン 加 結 充電 器 セ ッ ト 

EDGC-186R ツイ ン 連 結 売 忠 ス タン ド 

EDC-139 AC ア ダ プ ター 

EDC-168 ツイ ン 連 結 充電 器用 AGC ア ダブ ター 
EMS-58 スピ ー カ ー マ イ ク 

EME-12A VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト ( ヘ ッ ド ホン タイ プ ) 
EME-13A VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト ( イ ヤ ホ ンタ イプ) 
EME-15A VOX 付 き タ イ ビ ン マイ ク 

EME-19A (※8) ヘル メッ ト 用 ヘッ ド セ ッ ト 

EME-81A (※1) イヤ ホン マイ ク ( 立 務 仕 様 ) 

EME-29A (※1) イヤ ホン マイ ク 耳 か け 式 (業務 仕様) 
EME-30A (※1) イヤ ホン マイ ク ( ブ ー ム マイ ク ) 

EME-31A (※1) イヤ ホン マイ ク ( マ イク ロス ピー カー タイ ブ ) 
EME-39A (※1) 咽 嘩 イヤ ホン マイ ク 

EME-51A (※1) イヤ ボン マイ ク 耳 か け 式 (カー ルコ ー ド タイ プ ) 
EME-G イヤ ホン 

EME-26 カー ルコ ー ド イヤ ホン 

ESC-43 ソフ ト ケ ー ス 


(※ 1) 本 体内 茂 の VOX 機 能 を 使用 で きま す 。 
EME-30A、31A、51A は 、[PTT] を ロッ ク す る こと に より VOX 機能 が 有効 に 
な り ま す 。 
(2) バイ ク 用 ヘル メッ ト に は 使用 で ぎません 。 


送受信 周波 数 .】 レジ ャ ー チ ャ ン ネ ル | 421.8125 一 421.9125MHz( 受 信 ) 
HKSHBRH 422.2000 一 428.3000MHz 
440.8625 … 440.3685MHz( 送 借 ) 
481.5750 一 481.7875MHz( 受 信 ) 
482.0500 一 428.1750MHz 
440.0850 一 440.8375MHz( 送 信 ) 


ビジ ネス チャ ン ネ ル 


F3E(FM) 
10mW 
ダブ ルス ー パ ー ヘ テロ ダイ ン 
-14dBu (12dB SINAD) 
IF 21.7MHz/ ら rd IF 450KHz 
| 50mW 以 上 (8QO 員 和 荷 時 ) 
単 借方 式 、 半 複 信 方 式 
DC 1.5V 
-10 50 で 
52.8(W) x78.8(H) 14.B(D)mm( 突 起 物 除く ) 
約 64g ( 単 三 形 乾 電池 含 お ) 


・ 仕 様 ・ 定 格 は 予告 な く 変更 する 場合 が め り ま す 。 


・ 本 唱 の 説明 明 イ ラス ト は 、 実 物 と は 宇 体 や 形状 が 異な っ た けり 、 一 部 の 表示 を 省略 し て 
いる 場合 が あり ます 。 


・ 本 寺内 部 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す 。 


由 由 還 開 半 還 病 間 


